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パリの裏側におびえる 12 歳の少女ミミ。
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パリ郊外。シャッターの下りている商店街、閉まったままのたばこ屋、お

ぽろに光る街灯。窒患しそうな「·ヽ性行為に耽る大人、不吉な三面記事、
横行する幼児虐待・殺人…すべ•L.--02分に凝縮された少女ミミの苦悶。

さまよえる少女ミミは、夢とも悪夢ともつかない、閉鎖的な巴里の裏側に

迷い込み、大人たちの世界を覗き、おぞましい体験を強いられる。

そこは少女にとって牢獄のような黄ばんだ巴里だった…。
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すきんちゃんの現代のおとき話。

「おばあちゃんの口はなせそんなに大きいの？」
「それはお前を食べるためさ」と言って、

悪い狼は赤すきんちゃんをむしゃむしゃ食べてしまいましたとさ。
（シャルル・ペローの“教1111" 童話集 1697年より）

シャルル・ペローによるこの教訓童話は、その100年後に書かれたグリム童話(1812年）

とは違い、通り掛かりの猟師さんは登場せず、赤ずきんちゃんは助からない。

馬の肉を売る父親と口をきかない少女の道行きを物語った衝撃のピザール・ 1 ·, 
シネマ「カルネ」。いまだに鮮烈なこの作品は、日本でも大ヒット・ロングラ 仁ンを記録し、世紀末に近付くにつれ、より一層人気を呼んでいる。

この監督ギャスバー・ノエがブロデュースと撮影監督を担当し、彼の公私 I Jl,

にわたるバートナー、ルシール・アザリロヴィックの監督デビュー作がこの
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女のテーマから、緊迫した長回しを随所に使い、気の滅いるような“しつこ

さ”が異常な後味を残す。 ゎたしはミミ。
また、グリム童話よりJOO年も前に書かれたシャルル・ベロー童話集の中か おかあさんは、わたしの目の前で薬をいっばい飲んだ。真っ白い病院にいる。
ら、唯一不幸な結末を持つ「赤すきんちゃん」をモチーフにし、無垢なる処 ソランジュおばさんに連れられ、団地に行った。
女のおびえを映し出した。 狭い部屋。わたしのベットは物置の中。

時間が止まってしまったような、不吉な影が

ある巴里。

とこか居心地の悪い団地に監禁されたような

少女ミミ。

彼女の悪夢が消え、安らぎが訪れるのはいつ

なのだろうか。

プラック、ヴァイオレント、スタイリッシュ！

“フランスの今”に鋭くメスを入れやがった。「ミミ」に比べたら、俺の

「ドーベルマン」は、のとかなデイズニーランドの午後さ。

ヤン・クーネン（「ドーベルマン」 監督）

本当に美しい映画だ。「カルネ」と同じエスブリを持っているが、大きく
巽なるのは、“少女＂に代表される女性の映画だという点だ。

マチュー・カソヴィッツ（「アサシンズ」 「憎しみ」 監督）
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夜、目を覚ますと、知らないおじさんがおばさんをいじめていた。

ジャン＝ピエールだ。

つまらない毎日、息苦しい団地、気持ち悪いおじさん…。

ジャン＝ピエールがわたしを触る。

いろんな色のきれいな薬．．•おかあさんのところへ行けるかしら？
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一世界初！ コミックノヴェル「ミミ」＋「カルネ」
奥田鉄人 (OKUDA ROBOT) 著青山出版社刊

詩的な映画。個性的であり、感性豊かな傑作だ。濃やかな演出を注意深

く見てほしい。ルシール・アザリロヴィックという才能のある女性は、

今まさに注目すべき監督としての第一歩を踏み出したと言える。

ジャン＝ユーグ・アングラード（俳優）

モー：”'．m- 前舟条1400PI （当 B-t-=1100P1 部翠生＝1400PI)
1,'f.. :JJ- ※「ミミ」・「ドレス」の前亮券は別々で飯売しています．
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